


開催日：2018 年 6 月 23 日（土） 開催日：2018 年 6 月 7 日 ( 木 )
東海地区の会員様でいってきました！！
大自然に囲まれたハーブ園「アトリエ ファブル」様々な種類のハーブに実際に触れて香りを確かめたり、
お庭で採れたフレッシュハーブティやケーキも頂きました。また、ラバンジンの水蒸気蒸留の様子を見学、
アングスティフォリア・ストエカス・ラバンジンそれぞれのハーブの香りと、出来上がったばりの精油
の香りの違いとを手にとって確かめたり、フローラルウォーターを手につけて試したりすることができ
ました。
影山むつみ先生より・・・｢精油の勉強をすると成分とか作用に頭がいきがちだけれど、香りを嗅ぎ比べ
てみて、そのときに欲する香りを本能で感じとること (欲する香りが必要としている効果をもつ精油で
ある )の大切さから、人間も一動物であり、大自然の中の一部分であるということ｣も改めて教えていた
だきました。

当日は自家用車や電車とバスを乗り継いで、メディカルハーブガーデン薬
香草園に到着。 
まずはレストラン「ヤハラテナ」にてランチ！
レストラン名の「ヤハラテナ」とは、スリランカの言葉シンハラ語で”仲
の良いもの同士が一同に介して、友情を確かめ合う地”と言う意味、とい
うのは後から知りましたが 初顔合わせの方同士もすぐに打ち解け、食事の
間中、会話は止まらず (特に、臨床現場で活躍される先輩への質問は熱かっ
た！ですよね～ )テーブルは、まさに、「ヤハラテナ」、でした^ ^
美味しいランチの後は、ドライラベンダーの蒸留体験。 
本格的な蒸留器で精油が抽出される様子を観察、抽出されたばかりのフレッ
シュな精油とフローラルウォーターを使用して乳液と化粧水を作りました。 
最後はハーブガーデンを散歩し、「次はどこに行きましょうか」と皆で話し
ながらツアー終了。 
終始、笑顔と会話の絶えない楽しい大人の (学びの )遠足となりました。 皆
さまからの楽しい発案、お待ちしております (^-^)

ランチは場所を移動し、美味しいジビエ料理に舌鼓。
近くの華厳寺に参拝、雨の谷汲も
なかなかに趣があって素敵な場所でした。
天候は雨でしたが・・
雨でより鮮やかに見えるお庭の緑たち、山の景色、
ハーブたちの香りと雨、土の香りがなんとも心を鎮めてくれ、
ここちよい時間、ご参加下さった皆様も非日常の場に癒された様子でした。
帰りの道中では、なんと‼綺麗に半円の虹を見ることができ、
まさに浄化と恵みを感じるツアー、セラピストの遠足となりました～。

第4回 総会
～ケアの道を歩む～

開催日：2018年 7月 29日（日） 

会場：ウインク愛知

「ケアの文化と看護の力」　　　暮らし目線と感覚で

講師　川嶋　みどり先生
日本赤十字看護大学名誉教授
健和会臨床看護学研究所所長
東京看護学セミナー世話人代表
日本看護歴史学会理事
一般社団法人日本て・あーて推進協会

67年間看護師として、今も看護師として
あり続けておられる川嶋みどり先生。
看護の原点の大切さ、誰もが生まれて生き
て良かった生を全うすることを支えること
がケアであり、触れることは、自然な癒し
の泉となる。言葉の一つ一つに感じ、迫力
と愛情に心奪われてしまう講演でした。

「家庭でできるドイツの自然療法」　　聖ヒルデガルドのお話し

講師　森　wenzel 明華先生
ドイツ在住の自然療法家。
子どもの病気をきっかけに自然療法を学びはじ
め、薬漬けの医療に疑問を持つ。専門はホメオ
パシー、フラワーエッセンス、ヒルデガルドの
自然療法、ハーブ。ドイツや日本で、家庭でで
きる自然療法セルフケアのセミナーを開催。

ホリスティックの原点となるド
イツの医療への考え方、現代医
学だけじゃなく自然療法 (補完
代替療法 )がうまく取り入れら
れている現状、教育についてな
ど、知り学ぶことができました。

臨床アロマセラピスト®　
山口　亜紀さん

( 神戸 11 期、クリニカル 6期 )

クリニックでの
アロマセラピー活動

臨床アロマセラピスト®　
太田　玲子さん

( 神戸 14 期　クリニカル 7期 )

介護予防教室における
ハンドマッサージの効果

臨床アロマセラピスト®　
中田　文恵さん

( 神戸 14 期　クリニカル 7期 )

精神科訪問看護における
アロマセラピー

臨床アロマセラピスト®　
八木　真理子さん

( 神戸 11 期　クリニカル 6期 )

訪問看護における
アロマセラピー活動

臨床アロマセラピスト®　
篠田　まゆみさん

( 名古屋 6期、クリニカル 6期 )

緩和ケア病棟での
アロマセラピー

プロフェッショナルアロマセラピスト　
鈴木　美和さん

( 神戸 11 期、岡山県在住 )

西日本豪雨災害
ボランティア活動より報告

活　動　報　告

医療現場でアロマセラピーを実践するプロフェッ
ショナルのための協会として、JCAAが誕生して
今年で４年目となります。従来の近代西洋医学中
心の医療現場においては、アロマセラピーの持つ
医学的効果についてほとんど議論されることはあ
りませんでした。しかし近年、「統合医療」とい
う新しい医療概念の中で、補完代替療法の一つと
してのアロマセラピーの研究と臨床応用が世界各
地で行われるようになり、日本でも看護や介護の
領域でケアとしてのアロマセラピーが少しずつ広がっています。この
ような潮流の中で、今後ますます医学的知識とケアリングマインドを
持つ臨床アロマセラピスト®の需要が高まっていくと考えられます。
有機化合物としての精油の効果を中心としたメディカル・アロマセラ
ピーと、香りとオイルマッサージによるホリスティック・アロマセラ
ピーを、ケアリングという他者との関わり方を通じてセラピスト自身
が体現しているプロフェッショナルが『臨床アロマセラピスト®』な
のです。
　これまで存在しなかった新しい医療専門職であるため、実際の臨床
現場での役割や意義、そしてどのように実践するのかといった全ての
ことについて、一般的な医療や介護の現場では誰も知らないし教えて
くれません。皆様自身が、これからリーダーシップを発揮して「道な
き道」を歩む必要があるのです。そして少しずつ踏み固められた細い
道を目指して、他の人達が後からついてくることができるようにして
いくという、とても大切な役割をJCAAの臨床アロマセラピストの皆
様は担っているのです。その「道なき道」は、やがてそこを歩む多く
の人々により広くしっかりとした『道』となっていくことでしょう。
そのためには、日々の自己研鑽を継続し専門家としての“質”を保証
し高めていくプロフェッショナリズムの精神を持ち続けることが重要
です。JCAAは、そのための全面的なサポートを行いながら、さらな
る発展を目指して皆様と共にこれからも歩んでいきたいと考えており
ます。

ご 挨 拶

昨年特別講演下さいました
北條理恵子先生

影山むつみ先生

JCAA代表理事
竹林直紀先生

JCAA理事
相原由花先生

一般社団法人 日本臨床アロマセラピスト協
会 （JCAA） では、 本会会員が実施する臨
床研究を適正に推進するために倫理審査委
員会を設置することを決定いたしました。
JCAA で設置することでより、 臨床アロマセ
ラピーのさらなる発展につながる研究が増え
るのではと期待しております。 準備整いまし
たら皆様に改めてご報告させて頂きます。

分科会
4 グループに＜（A）病院内　(B) 開業　(C) 高齢者　(D) 訪問＞分かれての意見交換会。参加者は興味
がある、自身が活動されているそれぞれの分野に分かれ、疑問や質問、困りごとや悩みごと等、積極的
に意見交換されていました。どの分野も最終共通することは、会員様の共通点であるホリスティックケ
アプロフェッショナルスクールのセラピストであること、スクールで学んだ信念をもって活動していこ
う！ということでした。

影山むつみ先生の「アトリエファブル」（岐阜県揖斐郡谷汲村） （埼玉県飯能市）メディカルハーブガーデン
薬香草園蒸留体験ツアー

Lunch timeLunch time

第４回総会「～ケアの道を歩む～」が名古屋で開催さ
れました。 
開催にあたり、台風 12 号の交通機関への影響が心配
されましたが、無事に開催できましたこと、会員様多
数のご出席をいただき心よりお
礼申し上げます。
総合司会は評議員の、川本由記
子さん（名 6、CL6）太田玲子
さん ( 神 14、CL７)。活動報告・
計画、会員様の素晴らしい活動
報告発表、それぞれの分野に分
かれての意見交流会、基調講演
（川嶋みどり先生）・特別講演（森
Wenzel 明華先生）と大変興味
深いお二人の先生のご講演と充
実した内容で盛会のうちに終了
することが出来ました。 
来年は、2019 年 6 月 30 日（日）
横浜で開催いたします。天候に
恵まれ開催できますことを祈り、
準備を進めてまいります。皆さ
まのご参加お待ちいたしており
ます。
最後になりましたが、ご参加お
よび総会成功にご尽力いただい
た皆様に心から御礼申し上げま
す。

再会を喜んだり、おしゃべ
りしたり、和気あいあいと
した楽しいランチタイムの
１コマをパチリ︕

セラピストの遠足
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